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ロシアの 2002年国勢調査：調査票の特徴について*

田畑朋子

1　はじめに

ロシア・ソ連における国勢調査は，帝政ロシ

ア時代の1897年に行われたのに始まり，ソ連時

代に計8回実施された（表1参照）。このうちの

最後の国勢調査は1989年1月に実施された。今

回の2002年に行われた国勢調査は，ソ連崩壊・

ロシア独立後初めてのものであり，画期的な国

勢調査であると位置付けられる。

筆者はこの2002年国勢調査のデータを使って

ロシアの人口動態の分析を行うことを予定して

いる。そのための予備的作業として，本稿では

2002年国勢調査の調査票の特徴を明らかにする。

とりわけ，今回の国勢調査の調査票と前回1989

年国勢調査の調査票を比較する1)。この作業は，

前回と今回の国勢調査データの比較可能性を検

討するうえでも，必須の作業である2)。

　

２　2002年国勢調査の経緯

1994年4月15日付政府決定第326号「全ロシ

ア国勢調査の1999年の実施」により，ロシアの

国勢調査は1989年から10年後の1999年に予定

されていた。しかしながら，1998年金融危機の

影響もあって，1998年10月1日付政府決定第1138

号「全ロシア国勢調査の実施時期の延期」によ

り，実施が延期された。その後，1999年 9月 22

日付政府決定第1064号「2002年全ロシア国勢調

査」により，国勢調査は2002年10月9日～16日

に実施されることが決定された。

さらに，同決定により，組織的・方法論的諸

問題の解決を目的とした試験的国勢調査

要旨：　2002 年 10 月にソ連崩壊・ロシア独立後初めての国勢調査がロシアで行わ
れた。本稿では，この国勢調査の調査票について，前回 1989 年国勢調査調査票と
の比較により，次のようなその特徴を明らかにした。(1) 市場経済化を反映して，
失業や求職活動を含む就業に関する多くの質問が加えられた。(2) 生活資金源に関
する設問が大きく様変わりした。(3) ソ連崩壊を反映して，国籍・民族・言語に関
する設問が大きく変化した。

［キーワード：　ロシア経済，人口調査，センサス，国勢調査，調査票］

     表 1  ロシア（ソ連）の国勢調査1

第 1 回  1897年 2月 9日（旧暦1月 28日）
第 2 回      1920年 8月 28日
第 3 回     1926年 12月 17日
第 4 回     1937年 1月 6日2

第 5 回     1939年 1月 17日
第 6 回     1959年 1月 15日～ 22日
第 7 回     1970年 1月 15日～ 22日
第 8 回     1979年 1月 17日～ 24日
第 9 回     1989年 1月 12日～ 19日　
第10回     2002月 10月 9日～16日

（備考）1 全国レベルの国勢調査に限る。
　  2 この結果は公式には発表されなかった。

（出所） Simchera et al.(2001), pp.310-711;
Mashikhin and Simchera（1975), pp.80-87;
島村（198 5 ) ,  p p . 1 5 7 - 1 6 4 ,  島村(1 9 8 9 ) ,
pp.143-145; Goskomstat(2002b); Schwartz
(1986), pp.48-69 などを参考にして作成した。
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（probnyi perepis’naseleniia）が，2000年10

月11日～18日に，(1)モスクワ市東部行政管区プ

レオブラジェンスキー地区，(2)モスクワ州クラス

ノゴルスク郡の一部，(3)ウラジオストク市フルン

ゼンスク地区の一部において，全体でおおよそ

10万人に実施されることが決定された3)。

Sokolin and Zbarskaia（2001, p.4）による

と，この試験的国勢調査の実施によって，2002年

国勢調査の方法をさらに修正する必要性が明確

になった。とくに，調査事項の設問の仕方を単純

化し，個々の調査事項を調査に組み入れること

の妥当性についてさらに検討することが必要と

なった。すなわち，試験的国勢調査の際に，いく

つかの調査事項が住民の否定的な反応を引き起

こしたり，回答を拒否されたりするなどの事態

が生じたということである。なお，このような試

験的国勢調査は 19 9 7 年にも実施されていた

（Sokolin, 2002b, p.6, Moskovskie, 2000,

p. 42）。

2002年1月25日には，連邦法第8号「全ロシ

ア国勢調査」が採択された。国勢調査に関する法

律が定められたのはソ連・ロシアを通じて初め

てのことである。この法律には，全ロシア国勢調

査を10年間に1回は実施することが明記され（第

3条），調査票に記載される調査事項が具体的に

列挙された（第6条第1項）。そして，この法律

に挙げられていない調査事項を調査票に含める

ことは禁止された（同第2項）。今回の国勢調査

はこの法律に基づいて実施されることになった

のである。　

３　2002年国勢調査の概要

2002年国勢調査は，2002年10月9日0時現在

の人口を調査する。調査の実施期間は2002年10

月 9日から16日の8日間である4)。2002年国勢

調査の調査票は，ロシアの恒常的居住者用が3種

類，一時的居住所用が１種類の計4 種類から成

る。恒常的居住者用については，全住居の約75

％で記入されるＫ調査票，ロシアの全住居から

無作為に抽出された約25％の住居で記入される

Ｄ調査票，全住居で記入される居住条件に関す

るＰ調査票の3種類である（このうち，Ｄ，Ｋ，

Ｐの各調査票については，付録に調査事項を訳

出した）。一時的居住所用とは，一時的にロシア

に滞在し，恒常的にロシア連邦外に居住してい

る人用のものでＶ調査票と呼ばれた。なお，一時

的とは，1年未満のことである（Eroshina, 2000,

p.3, O perechne, 2001, pp.66-67）。

一方，1989年調査票は，全住居の約75％で記

入されるＣ調査票と全住居から無作為に抽出さ

れた約25％の住居で記入されるＶ調査票の2種

類だけであった。ただし，居住条件に関する調査

事項は，Ｃ調査票およびＶ調査票に含まれてい

た。また，一時的居住者用の調査票はなかった

が，Ｃ調査票およびＶ調査票のなかに一時的に

滞在している人向けの調査事項が１つ含まれて

いた。なお，1989年国勢調査では，一時的とは

６ヶ月未満を指していた（1989 USSR, 1996,
Appendix 1）｡

このように，全数調査と抽出調査を組み合わ

せることは，1989年と2002年の国勢調査に共通

するソ連・ロシアの国勢調査の大きな特徴の1つ

である5)。すなわち，無作為に抽出された約25％

については，調査事項が追加された調査票によ

り調査が行われる。また，調査が住居単位で行わ

れることもソ連・ロシアの国勢調査の特徴であ

る6)。住居としては，一戸建ての家，独立のアパー

ト，共同のアパートなどが想定されている7)。す

なわち，住居と世帯は同一ではなく，住居は1つ

あるいは複数の世帯から成っている（Goskom-

stat, 2002c, ch. 5）。

　

４　1989年国勢調査との比較

1989 年調査票と比較した場合の2002 年調査

票のとくに大きな特徴は次の3つにまとめられる

（表2参照）8)。

第一に，市場経済化を反映して，就業に関す

る一連の調査事項が付け加えられた。とりわけ，

次の4点が重要である。(1)失業についての質問が

初めて加えられた（調査事項11.1）。失業者につ

いては，求職活動についての詳しい質問がなさ

れた（調査事項11.6）9)。すなわち，求職活動を

したか否かだけでなく，適当な仕事が提供され

た場合に，すぐにその仕事に就くことができる

か否か，できない場合はその理由まで選択肢の

中から選ぶとされた。(2)就業形態に関する質問が
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表2  2002年調査票と1989年調査票の対応表

                               全住居に対する調査事項
           2002年           1989年

番号(1)      　　　　　　　内容 　　　　　　　番号(2)　　　　　　　　　　　内容
1 　一緒に暮らしている人々との続柄 1 最初に記載された構成員との続柄
2 　性別 2 性別

3 一時的不在者：理由・期間(3)

4 一時的滞在者：恒常的居住地・不在期間(4)
3 　生年月日 5 生年月日
4 　結婚状態（登録の有無） 7 結婚状態
5 　出生地 6 出生地
6 　国籍
7 　民族所属 8 民族（外国人の国籍）
8.1 　教育機関 12 教育施設
8.2 　就学前児童施設
8.3a 　学歴 10 学歴
8.3b 　読み書きできるか 10 文盲であるか
8.3c 　専門学校等の修了 11 専門学校等の修了
9.1 　ロシア語 9 母語
9.2 　ロシア語以外の言語 9 ソ連の諸民族の言語
10 　生活資金源 13 生活資金源
11.1 　就業

　　　　　　　　　　　無作為抽出された25％の住居に対する追加の調査事項
           2002年           1989年

番号(1)      　　　　　　内容 　　　　　　 番号(2)　　　　　　　　　　　内容
11.2 　就業産業部門 14 勤務先企業等の完全名称
11.3 　就業企業の製品・サービス

16 社会的グループ
11.4 　勤務先の所在地
11.5 　職種および仕事 15 職種
11.6 　失業者の求職状況
12 　居住の継続性（1989年1月の居住地区） 17 居住の継続性
13 　出産数 18 出産数とそのうちの生存者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　居住条件の調査事項
           2002年           1989年

番号(5)      　　　　　内容 　　　　　　 　番号(2)　　　　　　　　　　　内容
1 　住居の種類 22 住居の種類
2 　家の建築時期 19 家の建築時期
3 　家の外壁の建築材料 20 家の外壁の建築材料
4 　総面積 25 面積：総面積と床面積
5 　部屋数 24 部屋数
6 　床面積 25 面積：総面積と床面積
7 　住居設備 23 住居設備

21 家の所属
注
( 1 ) 2 0 0 2 年国勢調査 D 調査票の調査事項番号。
( 2 ) 1 9 8 9 年国勢調査 V 調査票の調査事項番号。
( 3 ) 2 0 0 2 年調査では，様式 C リスト A に一時的不在のチェック欄がある（2 0 0 2 年 4 月 2 6 日付統
　 計国家委員会決定第 8 2 号参照）｡
( 4 ) 2 0 0 2 年調査では，一時的滞在者は V 調査票で調査される。
( 5 ) 2 0 0 2 年国勢調査 P 調査票（居住条件）の調査事項番号。
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加えられた。すなわち，雇用されているか否かが

問われ，さらに，雇用されていない場合には，逆

に，労働者を雇用しているかが問われた。(3)就業

している産業部門についての質問が非常に詳し

くされるようになった。すなわち，大まかな産業

部門を尋ねたうえで（調査事項11.2），勤務先の

企業等が生産している主要な製品およびサービ

スについて質問された（調査事項11.3）10)。 1989

年調査では，これに対応する設問としては，勤務

先の完全名称（調査事項14）と社会的グループ

（調査事項16）についての質問があっただけであ

る11)。(4)勤務先が居住市（郡）内にあるのかと

いう質問が新たに設定された（調査事項11.4）12)。

第二に，同じく，市場経済化を反映して，生

活資金源に関する設問が大きく様変わりした。

生活資金源についての選択肢は，1989年調査票

では11，2002年調査票では12であるが（調査事

項10），それらを比較すると次の3点の違いがあ

る。(1)1989年調査票の5つの労働項目（企業・施

設，コルホーズ，協同組合，個人(otdel’nye

grazhdane)の下での労働，個人労働活動）が，

2002年調査票では「労働活動からの所得」1項目

だけとなった。(2) 2002年調査票では，「失業保

険」，「貯蓄」，「資産の賃貸からの所得」の3項目

が全く新たな生活資金源として設定された。(3)

1989年調査票の｢年金・手当｣の 1項目が，2002

年調査票では「年金」と「手当」の2項目となり，

さらに，「年金」から「障害者年金」が区別され

て，独立の選択肢となった13)。

第三に，国籍・民族・言語に関する設問にも

大きな変化が生じた。これは，ソ連が崩壊したこ

と，そして，この13年間余にロシア国内の人口

移動や旧ソ連地域との間における人口移動が著

しく活発化したことを反映するものである。

1989年調査票では，民族名が問われたのに対

し，2002年調査票では，「民族所属」（natsional’-

naia prinadlezhnost’）が尋ねられた（調査事

項7）14)。また，新たに国籍についての調査事項

が設定された（調査事項6）15)。また，2002年国

勢調査では，ロシアにおける一時的居住者用の

Ｖ調査票のなかでロシアへの渡航目的が質問さ

れるようになっており，外国人の渡航目的に関

するデータが得られるようになった。さらに，

1989年1月にどこで暮らしていたかという質問が

追加されたことも特筆すべきことである（調査

事項12）。これにより，この13 年間余における

人口移動を具体的に分析できることになる。

言語についての調査事項は，1989年調査では

「母語」が問われ，ソ連の諸民族のその他の言語

のなかでできる言語があれば，それも記入した

のに対し，2002年調査では，「ロシア語ができる

か」と「ロシア語以外でできる言語は何か」の2

項目が設定された（調査事項9）16)。これは，ソ

連の崩壊およびロシアの独立を反映した変化で

ある17)。

５　おわりに

以上のように，2002年国勢調査では，調査事

項が1989年国勢調査と比べてかなり大きく変え

られた。これは，一方では，新生ロシアの社会・

経済をより深く分析するためのデータを提供す

るものと肯定的に評価できる｡たとえば，失業，

就業形態，生活資金源などのデータは，年齢，性

別，職種等々のデータと組み合わせることによ

り，これまでできなかったような分析ができる

ようになると期待される｡しかし，他方では，

2002年国勢調査の結果は，1989年国勢調査デー

タとは単純に比較できないことを意味し，デー

タの利用には細心の注意が必要であることを意

味する。

（北海道大学経済学研究科博士課程）
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［付録］2002年国勢調査の調査票18)

Ｋ調査票19)

1.　一緒に暮らしている人々との続柄（この調査単位の中で最初に記帳された人との関係）20)［選択肢

　から1つに印を付ける］21)

　　最初に記帳されている人；妻・夫；娘・息子；母・父；姉妹・兄弟；姑・舅；嫁・婿；祖母・祖

　父；孫；その他の親戚・姻戚；親戚でない人　　　　　　　　　　

2.　性別　

3.　生年月日　

　　生年月日と満年齢　　　　　　　　　　　

4.　結婚状態［全ての選択肢に記入する］

　　結婚している；結婚したことがない；離婚した；男寡・寡婦

　　結婚している場合22)：あなたの結婚は登録されているか（はい　いいえ）　

5.　出生地23)

6.　国籍

　　ロシア；他の国籍24)（国籍を記入する）；無国籍

7.　民族所属25)（調査対象者の自己申告）

8.　教育

8.1　教育機関（学校，専修学校，中等技術学校，短期大学，大学，その他）で学んでいるか（はい　

　 いいえ）［6歳以上の人］

　　はいの場合，教育機関のタイプを記入する

　　普通教育；初等専門教育；中等専門教育；高等専門教育

8.2　就学前児童施設に通っているか（はい　いいえ）［学校に通っていない3～9歳の子供］

8.3　a)　教育［10歳以上の人］

　　　初等普通教育（初等）；基本普通教育（不完全中等）；中等（完全）普通教育26)

　　　［以上の人はcへ］

　　　中等専門教育（中等特別）；不完全高等専門教育（未修了高等）；高等専門教育（高等）27)；大卒

　　　後専門教育［以上の人は9.1へ］

　　 b)　読み書きができるか（はい　いいえ）［初等普通教育を受けていない人］

　　 c)　専門学校あるいは専門・技術学校を修了したか（はい　いいえ）［15歳以上で中等（完全）普

　　　通教育以下の教育の人］

9.　言語

9.1  ロシア語ができるか（はい　いいえ）

9.2　ロシア語以外でできる言語は何か28)

10.　あなたの生活資金源を全て記入すること［調査対象者にカードを示すこと］29)

　　　労働活動からの所得（個人副業経営での労働を除く）；個人副業経営；奨学金；年金（障害者年

　　金を除く）；障害者年金；手当（失業保険を除く）；失業保険；その他の国家保障；貯蓄；資産の賃

　　貸からの所得30)；扶養されている；その他の源泉

11.　就業

　　国勢調査開始までの1週間に，賃金あるいは所得をもたらしている仕事はあったか（はい　いいえ）31)

　　　いいえの場合，調査終了

　　　はいの場合，本業での就業の仕方　雇用されている；雇用されていない

  　　　雇用されていない場合，雇用労働者がいる；雇用労働者がいない；その他
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Ｄ調査票

（調査事項の10まではＫ調査票に全く同じである。11.1はＫ調査票の11に同じである）

［11.2-11.5 の質問は，複数の仕事に従事している場合，調査対象者が本業であると見なす仕事に関わる］

11.2　あなたはどのような経済部門に従事しているか［11.1ではいに記入した人だけ］

　　　工業；農業；林業；建設；運輸；通信；卸売・小売商業；公営食堂；住宅・公営事業・住民への

　　日用サービス；保健・社会保障；教育；文化・芸術；科学・科学サービス；金融・信用・保険；管

　　理；その他（具体的に記入すること）

11.3　あなたが就業している企業および組織が生産（提供）している主要な製品およびサービスは何か

　　（個人企業家を含む）32)

11.4　あなたの勤務先は，居住市（郡）内にあるか（はい　いいえ）　　　

　　　　いいえの場合

　　　　　居住している州（自治管区，地方，共和国）にある；

　　　　　他の地域にある（ロシアの自治管区，州，地方，共和国の名称，あるいは，他の国の名称を

　　　　　記入する）33)

11.5　あなたの職種あるいは従事している仕事34)（答えは作業の特性を記して詳細に書き込むこと。た

　　とえば，販売員，アトリエの主任等）［記入後12へ］

11.6　仕事がない場合，あなたは過去1ヶ月間に仕事を探したか（はい　いいえ）［11.1でいいえに記

　　入した15～64歳の人だけ］

　　　　はいの場合，もし適当な仕事が提供されるならば，あなたは2週間以内にその仕事に就くこと

　　　　ができるか（はい　いいえ）

　　　　いいえの場合［主な理由を1つ選ぶこと］

　　　　　仕事を得たので，2週間以内にその仕事を始める；仕事が見つかったので返事を待っている；

　　　　　季節の始まりを待っている；仕事を見つける可能性がない；家事に従事している；その他の理由

12.　この市（郡の準市街地区あるいは農村地区）に，あなたは生まれてから暮らし続けているか（はい

　　いいえ）

　　いいえの場合

　　1.　あなたがここに暮らし始めた年を記入する［1989～2002年と記入した人は2へ］

　　2.　あなたは1989年1月にどこで暮らしていたか

　　　(a)　ロシアの自治共和国，自治州，地方，州，自治管区，旧ソ連の構成共和国の名称あるいは

　　　　　国の名称35)

　　　(b)　あなたが暮らしていた居住地区のタイプ（都市型　農村型）

13.　あなたは子供を何人産んだか［15歳以上の女性だけ］

　　　（生まれた子供の総数を記入すること（死産児を数えない））
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Ｐ調査票

第1編

1.　住居の種類［選択肢から1つに印を付けること］

　　一戸建ての家；独立のアパート；共同のアパート；寮；ホテル；その他の住居［寮，ホテル，その

　　他の住居のいずれかに記入した人はＫあるいはＤ調査票へ］

2.　家の建築時期［選択肢から1つに印を付けること］（家の改築，上方への増築，増築の際には，そ

　の完工の年をもって最初に建築された年と見なす）

　　　1920年以前；1921－1945年；1946－1956年；1957－1970年；1971－1995年；1995年よりも後

3.　家の外壁の建設材料［選択肢から1つに印を付けること］

　　レンガ・石；パネル；ブロック；木；混合材料；その他の建設材料

4.　一戸建ての家およびアパートの部屋の総面積（㎡整数値）

5.　一戸建ての家およびアパートの部屋数

6.　一戸建ての家およびアパートの部屋の床面積（㎡整数値）

7.　あなたが有している住居設備を記入する

　　　電気；電気コンロ；ガス；プロパンガス（ボンベ）；集中暖房；個別設備，ボイラーによる暖房；

　　ペチカによる暖房；上水道；下水道；浴槽・シャワー；集中温水供給；個別の温水器による温水供

　　給；すべての示された住居設備がない

　住居に暮らしている人々は［一戸建ての家および独立のアパートに住む場合］

　　　1つの調査単位から成る；複数の調査単位から成る［第2編へ］

　　　1つの調査単位から成る場合，

　　　　個人から住居を賃貸しているのか36)（はい　いいえ）［ＫあるいはＤ調査票へ］

第2編

同一住居内の調査単位の最初の人の様式ＣリストＡ第1列の番号37)

　　個人から住居を賃貸しているのか38)

　　　1.　専有する部屋数39)

　　　2.　住居の床面積（㎡）
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＊本稿は，2002年10月12日に開催された一橋大

　学経済研究所の特定領域研究「移行経済にお

　ける世代間の利害調整」ワークショップ（於北

　海道大学スラブ研究センター）での報告をま

　とめたものである。報告させていただいたこ

　と，また，西村可明，大津定美，久保庭真彰，

　吉野悦雄の各先生を始めとして，出席者の

　方々から有益なコメントをいただいたことに

　改めて感謝します。

1) 2002年国勢調査の調査票は，2002年 4月 20

　日付政府指令第537 号で承認され，公にされ

　た。調査票の現物は，久保庭真彰教授に同行し

　て2002年 8月 2日にロシア統計国家委員会国

　勢調査・人口統計局ズバルスカヤ（Irina A.

　Zbarskaia）局長 とラフマニノヴァ（Marina

　V. Rakhmaninova）部長にモスクワでインタ

　ビューした際に入手した。1989年国勢調査の

　調査票の出所は，1989 USSR (1996)および
　Labutova (1988)である。このうち，1989 USSR
　(1996)は，1989年国勢調査の全データをCDに

　まとめたものであり，調査票や記入マニュア

　ルも付されている（英語版）｡なお，本稿におけ

　るロシアの連邦法，政府決定，政府指令の出典

　はSobranie zakonodatel’stvaであり，ロシア
　統計国家委員会の決定等の出典は基本的に

　インターネットであるが，煩雑になるので，

　逐一出典を記すことを省略した。

2) ロシアの2002年調査票は，Sokolin(2002b,

　c. 6)によると，国連の国際標準勧告に基づい

　ているということであるが，本稿では国連の

　国際標準勧告との照らし合わせを行っていな

　い。今後の課題としたい。

3) この調査については，2000年 9月 11日付統

　計国家委員会決定第79号「2000年試験的国勢

　調査調査票自動処理の準備に関する通達およ

　び2000年試験的国勢調査の地区別資料整頓方

　式に関する指示の承認」を入手した｡これは，

　2000年試験的国勢調査における調査員のため

　のマニュアルであり，本稿を通じて重要な情

　報源となっている。

4) 遠隔地域および到達困難な地域における実施

　期間は，2002年4月12日付政府決定第231号

　のなかで地域ごとに定められた｡

5) ロシア以外では，カナダおよび中国でも，全

　数調査と抽出調査の組み合わせによる調査方

　法が実施されている（総務省統計局統計セン

　ター, 2000, 第Ⅳ部）。

6) 日本の国勢調査は，住居単位ではなく，世帯

　単位である。

7) 独立のアパート(otdel’naia kvartira)とは，

　各世帯が共同でない異なる入口および炊事場

　を有する場合，共同のアパート(kommunal’-

  naia kvartira)とは，入口と炊事場が共用に

　なっている場合のアパートの部屋を指す

　（2002 年 8 月モスクワでのロシア統計国家委

　員会における聞き取りによる）。

8) このまとめでは，とくに，Sokolin(2002b)を

　参考にした。

9) 失業者の求職活動についての質問は，1997年

　試験的国勢調査の際には，15～70歳の失業者

　に対してなされたが，高齢者からの反発を招

　いたため，2000年試験的国勢調査から15～64

　歳の失業者への質問に変えられた（Eroshina,

　2000, p.6）。

10) 2000年試験的国勢調査では企業の業種がス

　トレートに質問されたが，それがうまくいか

　なかったために（Sokolin and Zbarskaia,

　2001, p. 4），2002年国勢調査では2つの項目

　（11.2と11.3）による設問に変えられた。

11) 社会的グループについての調査事項は，労

　働者，職員，コルホーズ員，個人労働活動従事

　者，聖職者のなかから１つを選択するもので

　あった。勤務先の完全名称の記入は，それに

　よってその産業部門を知ることを目的として

　いた（1989 USSR, 1996, Appendix 2）。
12) いわゆる振り子式移動（maiatnikovaia

　migratsiia）の把握をねらった質問であろう

　（Sokolin and Zbarskaia, 2001, p. 4）｡

13) なお，ロシアの国勢調査には，所得額につ

　いての調査事項は含まれていない。

14) 1989年国勢調査ではパスポートの提示が求

　められたが，2002年国勢調査では，パスポー

　トの提示は求められず，調査対象者の自己申

　告による記入とされた（Rossiiskaia gazeta,
　2002.6.5, p. 2. 国勢調査の際に，回答の正

　しさを証明するような書類の提示を求めない

　ことについては，Goskomstat 2002c, ch. 9

　を参照）。2000年試験的国勢調査では，調査事
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　項は「あなたはどの民族（natsional’nost’ (na-

　rod))あるいは民族グループ（etnicheskie

　gruppy）に属するか」となっていたが，2000

　年試験的国勢調査の調査員用マニュアルであ

　る2000年9月11日付統計国家委員会決定第79

　号には，パスポートの提示を求めるようなこ

　とはやはり記されていない｡

15) 1989年調査票では，外国人についてのみ，民

　族名に加えて，国籍も記入された。

16) 2000 年試験的国勢調査では，1989 年国勢

　調査と基本的に同じで，「母語」とそれ以外

　でできる言語が問われた（Sokolin and Zbar-

  skaia, 2001, p.4）｡

17) 以上で触れた以外の2002年調査票における

　変化としては，(1)結婚の登録の有無について

　の質問がなされるようになった（調査事項4），

　(2)出産数について，そのうちの生存者数につ

　いての質問がなくなった（調査事項13。なお，

　2000年試験的国勢調査では生存者数が質問さ

　れたほか，今後の出産予定数まで質問された。

　Sokolin and Zbarskaia, 2001, p.4），(3)教

　に関わる設問がより詳しくなり，学歴として

　大卒後専門教育が付け加えられ（調査事項

　8.3），就学前児童施設についても尋ねられる

　ようになった（調査事項8.2），(4)1989年調査

　では，住居についてその所属を尋ねる質問が

　あったが，2002年調査では，一戸建ての家あ

　るいは独立のアパートに住む場合に，個人か

　 ら住居を賃貸しているかだけが問われるよ

　うになった，などがある。

18) 実際の調査の手順は，様式Ｃ「住人リスト

　（Spisok lits）」の記載から始まる。そこに

　は住所，世帯数，世帯構成員の氏名等が記載

　される（2002年 4月 26日付統計国家委員会

　決定第82号参照）。次に，住居ごとにＰ調査

　票（居住条件）が記載される。最後に，Ｋ調

　査票あるいはＤ調査票が記入される。

19) 冒頭に，様式 Ｃ「住人リスト」のリストＡ

　「この住居に恒常的に（通常）居住している人

　のリスト」の第1 列の番号を記入する欄もあ

　る。

20) ここで調査単位（uchetnaia edinitsa）と

　は，世帯に相当する。

21) 母（あるいは父）が一緒に暮らしている場

　合，様式ＣリストＡ第 1 列の母（あるいは

　父）の番号を記入する欄もある。

22) 配偶者が一緒に暮らしている場合，様式Ｃ

　リストＡ第1列の配偶者の番号を記入する欄

　もある。

23) 地域名リストの番号を記入する欄もある。

　地域名リストは，ロシア連邦内の 89 の連邦

　構成主体名と旧ソ連の国名のリストである。

　それ以外の国名はなく，「その他の諸国」を

　選ぶことになる（2000 年 9 月 11 日付統計国

　家委員会決定第79号 N2参照）。

24) 国名リスト（前注の地域名リストに同じ）

　の番号を記入する欄もある。

25) 民族名リストの番号を記入する欄もある。

　民族名リストには，197 の民族名が挙げられ

　ている（2000 年 9 月 11 日付統計国家委員会

　決定第79号 N3参照）。

26) これらは，それぞれ，通常10歳，15歳，17

　歳で修了する教育が想定されている（2000年9

　月 11 日付統計国家委員会決定第79 号参照）。

27) これらは，それぞれ，通常19歳，19歳，

　21歳で修了する教育が想定されている（出所

　は前注に同じ）。

28) 3ヶ国語までの記入欄がある。言語名リスト

　の番号を記入する欄もある。言語名リストに

　は，165の言語名が挙げられている（2000年9

　月11日付統計国家委員会決定第79号N4参照）。

29) カードとは，「生活資金源の一覧カード」を

　指す。2002年3月1日付統計国家委員会決定第

　18号様式N1表 1などで触れられている。

30) 原語では，「資産の naem あるいは arenda

　からの所得」とされているが，ここでは両者

　を合わせて賃貸と訳した。

31) この調査項目の番号は，Ｄ調査票では，11.1

　となっており，いいえの場合，11.6に移る。

32) 製品・サービス名リストの番号を記入する

　欄もある。2000年試験的国勢調査では，企業

　の業種が尋ねられたため，2000 年 9 月 11 日

　付統計国家委員会決定第79 号 N6 には，各種

　経済活動名として，551 種類の経済活動名が

　挙げられている。

33) 地域名リストの番号を記入する欄もある。

　この地域名リストは出生地等の地域名リスト

　と同じである。
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34) 職種・仕事名の番号を記入する欄もある。職

　種・仕事名リストには，431の職種・仕事名が

　挙げられている（2000年9月11日付統計国家

　委員会決定第79号 N7参照）。

35) 地域名リストの番号を記入する欄もある。こ

　の地域名リストは出生地等の地域名リストと

　同じである。

36) 原語では，arenduiut (snimaiut)と書かれ

　ているが，ここでは賃貸と訳した。

37) 6調査単位分の記入欄がある｡ここで，典型

　的に想定されているのは，2世代の家族が１つ

　の住居に住む場合であろう｡

38) チェック欄がある。

39) 部屋の一部の場合のチェック欄がある。
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